
節

十

六

怨

第
二
統

二

八

円

;)

青

田

敬

市

大

京

都

市

賓

現

(
下
)

京
都
都
市
計
葦
と
編
入
地
域

租
武
天
皇
妊
麿
の
昔
初
め
三
九
の
地
に
奉
安
大
都
を

建
設
せ
ら
る
る
や
､
兼
賀
茂
川
よ
-
酉
鵜
川
近
-
ほ
至

る
加
西
千
五
百
八
丈
､
北
二

憧
よ
-
商
九
修
に
至
る
南

北
千
八
宵
韮
±

二
丈
の
長
方
形
の

一
大
和
雄
で
､
朱
雀

大
路
を
中
心
と
し
て
左
石
の
二
京
は
分
ち
､
使
坊
の
制

は
則
･Jl
楯
経
基
然
規
模
批
大
在
79
の
で
あ
っ
た
.
然
し

宥
兼
は
基
地
低
温
に
し
て
地
の
利
左
京
は
及
ば
ず
初
よ

り
坂
は
な
か
っ
た
｡
此
ほ
反
し
左
京
は
初
よ
-
聴
尾
を

覆
し
､
超
は
賀
茂
川
む
彼
ら
漸
次
東
山
万
両
は
迄
横
張

L
LJ
｡
降

っ
て
臆
仁
の
大
乱
起
る
や
殆
尤
ど
灸
i;
域
を

次
鵜
は
蹄
L
t
都
は
所
謂
野
速
の
夕
雲
雀
上
る
を
見
ら

れ
る
荒
野
と
化
し
た
｡
筏
盟
公
都
市
計
轟
を
な
す
迄
は

荒
廃
の
ま
ま
で
原
撃

忙
留
ひ
る
地
域
は
今
日
地
割
が
正

方
形
む
な
し
で
或
る
櫨
少
の
置
域
だ
け
で
あ
っ
た
｡
か

-
て
盟
公
は
よ
っ
て
大
概
の
形
態
を
盤

へ
ら
れ
以
で
明

治
維
新
に
及
ん
だ
も
の
で
寛
は
劫
公
は
平
安
京
中
興
の

都
市
計
寒
建
設
豪
で
あ
っ
た
｡
然
し
盟
公
の
大
都
市
計

基
調
業
も
飴
局
大
股
車
安
京
左
末
以
外
に
出
づ
る
事
は

少
な
か
つ
ね
.

森

川
時
代
は
於
で
は
此
芸

の
後
を
つ
い
で
島
原
'
砥

園
､
宮
川
町
､
二
様
新
地
'
川
東
'
土
手
町
等
の
新
地

を

開
拓

し
た
が
都
市
計
葦

上

大

事

業

と

し
て
見
る
べ
き

も
の
は
意

い
.
か
-
て
明
治
廿

一
年
は
到
-
北
東
部
の

七
ケ
村
を
上
京
匿
に
､
熊
野
､
消
閑
等
の
二
村
を
下
茶

筒
は
編
入
し
次
で
望

一十
五
年
に
も
南
西
大
内
村
の

一

部
分
を
編
入
し
た
｡
又
大
正
七
年
に
は
接
帝
町
村

へ
の

磯
展
急
激
を
た
め
牝
､
酉
部

の
柳

原
町
'
白
川
'
田
中
p

下
鴨
､
鞍
掲
口
､

上
加
茂
､
大
雪

野
口
､
衣
笠
､
朱



雀
野
､
開
院
､
大
内
､
七
修
､
上
鳥
羽
､
来
九
傾
'
保

革
の

一
町
十
五
ケ
村
の
全
部
又
は

一
部
を
編
入
し
､
次

で
今
回
の
大
編
入
を
見
た
わ
け
で
あ
る
｡

以
上
は
都
捕
計
書
の
歴
史
的
塵
化
の
大
要
で
あ
る
が

今
左
に
現
在
の
粟
都
都
印
計
憲
の
大
要
と
編
入
地
域
制

題
に
つ
き
略
述
L
や
う
｡

京
都
都
市
計
葦

都
市
の
健
灸
在
る
磯
連
を
接
げ
し
ひ
る
馬
に
政
肝
は

本
邦
主
要
都
市
に
都
市
計
憲
法
を
施
行
し
､
鋭
意
其
普

及
教
法
に
力
め
ftJ
ゐ
る
｡
我
意
都
市
に
於
で
7P
轟
に
都

苗
計
ま
法
に
ょ
る
都
市
計
喜
置
域
を
設
定
し
.
以
づ
市

民
の
公
典
的
安
寧
を
保
ち
p
両
利
を
塘
進
す
る
と

い
ふ

大
方
兼
h
t樹
立
し
薦
絹
内
は
勿
論
絹
の
周
縁
部
の
七
郡

三
十
六
ケ
町
村
に
捗
-
其
面
鵜
は
約
九
十
二
万
哩
に
L

y
薦
村
内
〇
三
丁
二
平
方
哩
)
の
約
四
倍
の
地
域
を
其

範
囲
と
し
た
｡
大
正
十

一
年
八
月
二
目
内
閣
の
制
吋
を

得
た
京
都
郡
市
計
憲
匿
域
は
左
の
通
り
で
あ
る
O

京
都
都
市
計
塞
値
域

二

･.対
称
肘

大

束

都

市

･;･g

鋭

]
'
紀
仰
郷

伏
見
町
.
搾
畔
村
､
軒
抑
牧
村
'
上
流
羽
村
､
下
乃
羽

村
､
竹

E
柑
'
堀

内
村
､
机
大

略
村
'
納

仲村
､
向
･iE村
の
一
部

(

向
抱
相
ノ
内

綻
川
i<
伴
攻
防
敢
仙

北
ノ
土

地

北

大
中
浦
前

町

と

大
中
仲
之
町
と
の
蛾
卯
線
及
肺
臓
泣
伏
風
邪
〓
線
路
敷
地
以
氷
)

1
'
変
幻
榔

修
蚊
帳
村
'
松
ケ

崎
村
､
上
製
残
材
7
大
仰
射
'
槻
ケ

峰
村

.i
P
端
脚
部

花
岡
村
､
太
東
村
'
昧
峨
村
の
.i
部

(
緒
瀧
川
筋
梓

の

土
地
を
除
-
)
船
津
柑
'
茄
仲
村
'
凹
位
相
'
純
朴
､
川
岡
村
'

松
梅
村
､
彬
ケ
州
村
の
.I
部
(相
槌
川
右
粒
を
-釈
-
)

1
.
乙
訓
淋

向
日
町
'
久
世
村
'
久
親
和
'
羽
米
桝
村
'
大
山
峰
村

新
榊
足
村
､
松
村

.i

.
久
枇
珊

拙
町
､
榊
牧
村
の
一
部
へ粒
川
米
粒
攻
防
以
北
)

.I
t
純
i..*
琳

美
甘
山村
の
一
部
(蛇
川
左
相
槌
防
敷
地
以
北
の
土
地

).

八
幡
町
の
T.
部

(沌
川
堤
防
中
'
綻
川
節
三
兆
水
制
よ
-
上
北

の

部
分
及
び
ホ
津
川
左
搾
堤
防
申
御
串
柿
上
流
北
.十
問
の
侍
所
よ
-1

下
北
の
部
分
の
塊
防
敷
地
以
北
)

其
後
;

朴

町

醍

醐

柑

79
聴

旭

急

激
に
し
王
対
都
市
と
摘

係
密
接
で
あ
る
か
ら
都
相
計
凄
匿
域
に
追
加
せ
ら
れ
た

以
上
の
地
域
は
本
絹
に
接
縛
し
､
或
は
周
縁
部
に
あ

′っ
て
木
浦
と
檀
接
間
接
は
密
接
な
る
舶
係
に
あ
る
地
域

に
し
て
'
人
口
純
利
の
域
は
蓮
し
た
る
市
民
の
磯
展
地

域
で
あ
っ
て
或
は
工
業
地
域
と
し
て
､
或
は
住
宅
地
域

二
九,

凹

.L



地

球

第

十
六
笹

節
二
親

三
〇

讐

と
し
で
､

或
は
､
新
鮮
在
る
疏
菜
の
供
給
地
と
し
て
本

市
と
最
も
韮
更
な
る
紬
係
地
域
で
あ
る
｡
故
に
此
等
の

地
域
生
計
遊
間
域
と
決
定
し
た
の
は
潜
熱
で
あ
る
U
の

み
掌
ら
ず
京
都
市
本
米
の
特
徴
た
る
名
勝
地
古
蹟
地
は

此
等
郊
外
の
都
市
計
差
障
域
は
限
-
衣
-
散
在
L
t
川

川
の
風
光
と
典
は
遊
既
的
都
市
と
し
て
の
展
慨
を
聡
揮

せ
し
ひ
る
地
域
で
あ
る
｡
依
っ
て
此
等
蔑
多
の
名
勝
古

蹟

地

文

17
ひ
膳
大
雪
Q
山
地
む
取
入
れ

山

大
都
市
計
塞

匿
城

む
制
定
し
た
所
鉄
は
一
に
は
遊
豊
的都
市

と

し

て

の
使
命
を
遺
憾
を
-
雄
揮
せ
し
め
ん
が
薦
め
で
あ
る

｡

此
鮎
は
他
の

.I
舷
の
都
市
と
大

レ.
ほ
趣
を
異
に
す
る
瓢

で
あ
る
｡

今
回
の
編
入
地
域
は
拙
論
的
ほ
賓
際
的
に
此
京
都
叩

宵
年

の
大
計
た
る
都
市
計
葦
は
韮

き
決
定
n
れ
ね
,P
の

で
あ
る
が
其
間
に
は
種
々
の
問
題

が
春
在
し
京
都
都
市

計
韮
匿
域
と
公
然

一
致
せ
粕
朗
も
あ
る
が
大
膿
は
於
で

は

一
致
し
て
ゐ
る
只
両
者
は
於
三

致
せ
ぬ
地
域
は
乙

訓
郡
が
灸
然
編
入
地
域
よ
-
除

かれ
た
の
と
清
雅
川
右

岸
の
山
地
が
市
域
に
な
っ
た
姉
と
で
あ
る
0
か
く
今
回

の
編
入
は
嚢
は
設
定
せ
ら
れ
た
る
京
都
都
市
計
憲
は
基

き
人
口
問
題
は
勿
論
工
業
振
興
､
住
宅
地
域
設
定
､
撃

禦

ポ
数
施
設
､
都
市
施
設
等
普
通
世
の
常
の
市
域
購
眼

押
由
以
外
は
遊
歴
的
都
市
と
し
て
の
機
髄
を
十
分
は
磯

挿
せ
し
ひ
る
薦
め
に
特
に
か
-
の
如
-
飼
犬
を
る
地
域

(然
も
過
草
は
山
地
)
を
編

入
さ
れ
た
も
の
と
獅
せ
ら
れ

る
0

京
都
都
市
計
婁
地
域
設
兜

地
域
設
定
は
都
市
計
憲
の
根
本
的
事
項
に
し
て
此
が

設
定
ほ
は
地
勢
気
候
'
土
質
等
の
自
然
的
事
情
よ
上
父

通
､
人
口
密
度
は
勿
論
蕉
魔
形
式
等
の
人
馬
的
憧
伴
を

も
綜
倉
掛
酎
L
t
以
て
各
種
地
域
の
持

つ
特
徴
を
聡
揮

せ
し
ひ
る
様
計
蔑
設
定
す
べ
d
Jで
其
設
定
に
は
多
数
の

専
門
家
の
意
見
を
徴
し
熟
慮
考
究
の
結
果
左
の
如
ぐ
定

め
ら
れ
た
｡
勿
翰
初
め
は
懲
帝
及
其
れ
は
棲
損
す
る
四

ヶ
町
村
に
隈
-
各
種
地
域
藍

汎
足
し
た
｡
之
は
暫
定
的

な
も
の
で
､
初
は
革
は
市
術
地
建
築
物
法
適
用
同
域
内

h
l其
範
囲
と
し
た
が
其
選
定
は
末
都
都
市
計
憲
置
域
重

機
に
渉
-
指
定
撃

此
す
べ
4
,J
橡
憩
の
許
に
立
案
せ
ら
れ

た
も
の
で
編
入
後
に
於
で
は
皆
然
地
域
蚤
髄
に
地
域
設



¶
伽
ハ輔
榊
晶
ケ
ル轍
攻
撃
遠
:
租
確
仰
-敷
地
ヲ硫
稚
拙
撃
･LDj
に
ス
ル氾
路

定
む
施
す
べ
き
も
の
で
其
投
光
範
開
聞
域
は
大
髄
別
間

の
加
-
で
あ
る
｡

｢

住
宅
地
低
域

輔
の
束
北
西
の
三
方
+=LJ陶
枕
す
る
連
峰
並
に
基
山
変

人

‥.1

糾

._
-

･l
t

=J

低
丘
地
の

.I
雅
は
土
地
高
燥
に
L
t
j温
畔
地
少
在
-
よ

-
陽
光
を
受
け
凪
光
明
楯
に
し
て
古
楽
帥
融
'
備
閣
多

-
建
立
さ
れ
､
名
勝
慣
蹟
の
耽
在
る
分
布
地
域
は
し
て

住
居
地
域
と
し
て
は
班
憩
的
夜
も
の
で
あ
る
｡
近
時
描

勢
膨
脹
し
人
口
増
加
と
北
ハほ
此
等
常
雄
術
の
接
種
地
域

は
別
荘
地
位
宅
地
と
し
て
驚
-
べ
き
勢
を
必
て
､
人
家

の
将
加
を
楽
し
優
良
在
る
住
宅
地

域
と
な
っ
て
ゐ
る
も

の
が
多

い
｡
就
中
哲
葛
野
郡
嵯
峨
､
花
園
方
面
'
愛
宕

郡
の
修
撃
院
､
松
ケ
崎
､
上
賀
茂
の
衝
諸
町
村
は
償
市

の
北
､
酉
部
の
佳
宅
匿
域
を
な
し
､
紀
伊
郡
保
革
'
堀

内
､
宇
治
郡
の
山
科
の
薦
町
村
は
儀
柿
の
束
部
を
占
ひ

る
州
憩
的
佳
宅
地
城
で
あ
る
｡
而
し
て
此
等
の
住
宅
置

域
は
､
多
-
本
打
よ
-
放
射
状
に
敷

かれ
た
る
交
通
線

の
利
便
な
土
地
で
'
後
輩
述
べ
る
迫
上
向
速
庇
の
郊
外

電
車
沿
線
に
満
ふ
地
域
は
其
交
通
上
の
利
は
褒
市
内
以

上
は
聴
達
し
で
ゐ
る
か
ら
此
等
住
宅
地
域
内
は
日
に
月

は
基
の
波
と
化
し
っ
ゝ
あ
る
.

隣
接
町
村
編
入
班
由
薯
に
も

｢
京
都
都
市
計
毒
は
鼻

に
左
京
､
東
山
雨
情
に
亙
る
東
川
の

完
仰
､
上
罪
障
の

大
部
分
'
中
京
'
下
京
の
.L
部
数
住
宅
匿
域
は
指
定
し
'

三
1

四
三



地

球

節

十
六

懲

其
統
制
を
剖
す
る
所
あ
ゎ
と
酢
も
､
該
地
域
に
於
け
る

人
口
は
漸
-
飽
和
の
域
に
達
し
･
今
や
市
民
の
近
郊
相

聞
珪
活
に
封
す
る
慾
求
は
､
郊
外
交
通
磯
紬
の
整
備
と

相
侯
で
益
々
隣
接
町
村
は
進
出
し
っ
J
あ
-,
0
殊
は
山

紫
水
明
'
捕
樺
閑
雅
む
以
て
名
あ
長

都
市
の
近
郊
は

高
速
些
父
通
機
相
の
聴
連
は
件
ひ
､
阪
帥
方
面
よ
か
盗

用
せ
る
人
口
の
消
化
住
宅
地
と
し
て
も
来
賓
在
る
使
命

を
基
す
べ
き
必
然
的
摘
係
を
漁
想
せ
ら
れ
｣
云
々
と
あ

る
加
-
近
時
革
に
京
都
人
の
み
の
住
宅
地
の
み
な
ら
ず

逮
-
阪
紳
方
面
の
人
士
は
よ
っ
て
住
宅
地
と
し
て
近
郊

町
村
の
地
を
雅
に
利
用
せ
ら
れ
つ
＼
あ
る
の
は
佳
日
す

べ
q
u新
柄
で
あ
る
｡
而
し
て
其
地
域

は
附
園
は
示
す
通

ゎ
市
の
西
p
北
､
兼
の
-2
地
裁
丘
陵
地
は
晋

都
市
計

憲

岡
城
の
約
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
で
ゐ
る
〇

二
､
商
業
地
域

市
の
中

央
部

は

読

都

市
の
躯
幹
主
機
を
な
す
部
分
は

し
て
､
古
凍
商
店
糖
を
字
b

べ

銀

行
食
酢
多
く

此
鹿
に

基
音

肘
鮭
漁
の
中
心
地
域
で
あ
る
｡
依
っ
て
此
地
域

を
商
業
地
域
は
選
定
せ
ら
れ
た
の
は
潜
熱
で
あ
る
○
此

節

二
既

三

四
四

地
域
は
交
通
至
便
は
し
て
規
準

点
都
市
交
通
の
中
根
地

鮎
は
皆
-
銭
道
東
海
遺
跡
'
山
陰
線
は
勿
論
､
京
阪
､

新
京
阪
､
京
津
､
奈
良
竃
等
の
諾
郊
外
電
車
は
此
地
域

は
延
長
さ
れ
叉
は
延
長
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
C
今
回
の
大

編
入
に
よ
っ
で
も
此
商
業
地
域
の
み
は
鼻
他
意
く
,
其

地
域
は
甫
鵜
政
も
独
少
は
し
て
都
市
計
憲
匿
滅
入

こ
ハ

パ
ー
セ
ン
ト
は
過
ぎ
覆

い
｡

三
､
工
業
地
域

工
業
地
域
の
具
備
す
べ
き
状
本
帳
件
は
生
産
能
率
の

櫓
進
上
好
都
合
在
る
鮎
に

あ
る
0
此
根
本
珊
由
に
最
も

好
燥
件
は
あ
る
地
帯
は
交
通
至
億
は
し
て
良
質
の
水
を

得
る
rJ
と
易
-
､
原
料
並
は
製
品
の
配
給
に
都
各
よ
く

消
費
地
は
近
さ
地
域
で
あ
ら
ぬ
ば
怒
ら
拍
0
か
J
る
地

域
は
市
の
南
紺
鴨
川
及
び
枝
川
の
流
域
は
求
め
ら

れ
る

此

一
昔
の
地
域
は
古
楽
淀
川
又
は
高
瀬
川
水
運
､
並
に

閣
囲
相
違
､
大
阪
相
違
､
奈
良
締
道
等
の
諮
楯
道
は
潜

以
運
輸
の
優
を
有
し
近
世
､
兼
梅
遭
,
川
陰
,
泰
良
の

譜
地
道
は
勿
論
郊
外
竃
革
の
利
便
よ
く
,
又
目
下
京
阪

大
開
道
も
工
事
中
は
芸

通
的
修
件
は
過
分
は
恵
ま
れ



ね
地
域
で
あ
る
｡
且
つ
土
地
低
準
は
し
て
工
場
建
設
ほ

は
都
<
=
よ
-
､
今

迄
に
工
場
朝
地
と
し
て
利
用
開
報
せ

ら
れ
LJ
る
朋
が
多

い
｡

今
回
編
入
せ
ら
れ
た
地
域
中
着
水
工
業
地
と
し
て
聴

達
し
花
期
は
伏
見
で
既
に
産
業
の
部
で
述
べ
T･Y
迫
り
伏

見
の
工
産
観
は
開
入
地
金
珪
産
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
ゐ
る
｡
其
他
薦
葛
野
郡
困
院
､
太
秦
､
梅
津
､

菜
種
､
薦
紀
伊
郡
の
音
碑
院
､
竹
m
の
各
町
村
よ
-
常

雄
の
関
南
に
亙
る

一
箱
の
地
域
は
p
近
時
工
場
鉄
立
し

純
秋
…た
る
工
業
地
域
,<LJな
す
に
至
っ
た
.
桐
南
酉
桂
川

流
域
の

1
部
は
現
在
多
少
卑
協
地
を
含
ん
で
ゐ
る
が
将

来
運
河
開
峯
や
排
水
設
備
等
が
完
成
せ
し
暁
に
於
で
は

茄
更
な
る
工
業
地
域
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
但
し
桂
川
右

岸
即
ち
乙
訓
郡
東
部
平
坦
地
の
東
渥
遺
頚
の
線
路
以
東

は
都
市
計
壬
で
は
工
業
地
鼎
は
指
定
rb
れ
て
み
る
が
今

回
は
同
地
域
は
編
入
を
見
在
か
っ
た
た
め
論
外
に
澄
-

べき
で
あ
る
｡
然
し
此
地
域
は
79
既
は
二
三
の
工
場
が

め

-
工
場
地
域
と
し
て
有
望
で
あ
る
｡

四
'
発
足
指
定
地
域

大

東

都

市

水

域

地
域
選
定
は
如
上
の
方
針
ほ
て
決
定
ruれ
た
が
周
都

市
の
賓
楢
に
通
臆
せ
ん
が
馬
め
に
或
特
殊
地
域
に
勤
し

で
は
未
定
指
定
地
域
と
し
て
聴
衆
の
聴
展
の
飴
裕
を
見

た
る
も
の
が
あ
る
｡
例

へ
ば
薦
持
内
に
あ
る
所
の
二
様

離
宮
及
び
東
専
用
園
の
如
き
は
工
業
地
群
の
中
は
介
在

す
る
と
錐
も
､
屠
住
民
の
安
寧
､
快
速
利
便
叉
は
建
造

物
の
性
質
上
之
を
特
殊
居
位
置
域
と
し
て
存
在
せ
し
め

た
る
が
如
き
､
又
は
北
西
の
西
陣
､
堀
川
方
面
の
紡
織

姓
兼
等
の

穫
工
業
地
域
も
漸
次
近
代
的
工
業
は
推
移
す

る
傾
向
あ
る
地
域
む
未
指
定
地
と
し
､
叉
疏
水
夷
川
磯

竃
斯
附
近
､
並
に
北
兼
高
野
川
流
域
又
は
伏
見
磯
電
所

附
近
堀
内
柑
橘
方

一
昔
の
低
地
の
如
き
は
賂
塞
此
等
の

地
が
現
在
以
上
に
工
場
焦
立
し
煤
煙

を
聴
散
す
る
時
は

四
用
の
住
宅
地
成
文
は
榊
陵
に
対
し
鴇
少
し
と
せ
な

い

か
ら
此
等
も
未
指
定
地
と
な
っ

てゐ
る
C

以
上
都
市
計
諾
地
域
各
部
の
面
積
比
校
数
見
る
に
左

表
の
通
わ
で
あ
る
｡

地
域
別

所

枇

全
山
枇

Ir
封

ス
ル
打
分
比

仕

居

地

域

約
t
七
'五
七
〇
p
O

O
O
坪

四
三
O
七

絹

米

地
域

約

三
㌧五
四
〇
､0
0
〇

八エ

ハ

二
三

四

五



地

球

工
業

地

域

約
二
五
､
六
二
〇
'0
0
0

米
綿
･:此
地

域

約

三
､五
六
〇
pO
I3
0

計

約
四
〇
'O
C
O
､〇
〇
〇

節
十
六
怨

三

八

｡

八

八

口
九

一Cj
〇

･
〇

五
､
風
致
岡
城

本
市
本
氷
の
特
色
た
る
逆
児
都
市
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
せ
し
め
人
為
め
､
本
i;
及
び
其
の
田
近
に
散
在
す

る
幾
多
の
名
勝

地
古
厩
地
の
風
致
を
保
存
す
る
必
要
上

兼
山
.
北
川
､
嵐
山
方
南
の

完
W
の
風
光
地
を
取
-
入

れ
風
致
間
域
と
し
或
取
締
を
な
し
て
ゐ
る
｡
此
は
皆
然

な
事
で
今
回
編
入
の
敢
大
珊
由
が
前
に
も
運
べ
カ
通
か

遊
出
都
市
と
し

て
の
生
命
を
助
長
す
る
ほ
あ
る
故
風
致

置
域
の
設
立
は
太

い
は
意
務
あ
る
朋
で
あ
る
｡
澱
近
嵯

峨
消
瀧
川
沿
岸

一
昔
の
地
位
､
及
川
科
､
醍
醐
の
山
林

む
も
風
故
障
域
は
編
入
を
見
る
串
に
な

っ
て
ゐ
る
か
ら

其
面
積
合
計
二
千
四
回
十
薗

坪
に
及
ん
で
屠
る
｡
此
等

の
風
致
低
域
は
現
在
に
於
て
79
或
弾
庇
の
交
通
概
観
完

備
し
.
其
特
色
む
発
揮
す
る
ほ
努
め
て
ゐ
る
が
獅
遺
櫨

の
鮎
が
多

い
.
聞
-
朋
に
よ
N'
と
聴
衆
此
等
の
地
域
は

到
る
道
路
の
完
成
を
計
韮
r
uれ
郊
外
電
車
の
出
願
が
あ

わ
､
且
つ
西
方
嵯
峨
方
面

の
自
然
林
中
を
迂
回
す
る
ド

鰐
二
舵

三
四

四
六

ラ
イ
ブ
'
ウ

ェ
イ
を
通
ず
る
計
毒
も
あ
る
と

い
ふ
｡
此

等
の
文
化
的
な
諸
施
設
と
共
に
古
き
歴
史
と
憧
統
と
を

保
有
す
る
域
内
の
諸
種
の
曲
浦
あ
る
古
建
造
物
､
歴
史

的
記
念
物
基
地
民
家
等
む
保
護
し
従
に
近
代
的
都
祁
風

は
破
壊
改
造
せ
ず
偽
-
ま
で
霜
都
の
京
都
た
る
所
以
を

保
存
す
べ
き

は
京
都
人
士
の
務
で
あ
ら
う
.

都
市
計
轟
祷
踏

都
市
計
蓮
の
第

1
の
任
格
は
域
内
に
於
け
る
道
路
計

蓋
で
あ
る
｡
京
都
市
は
昭
利
二
年
二
月

一
口
住
宅
地
城

内
に
於
け
る
術
路
計
蓋
を
同
三
年
五
月
十
七
日
工
業
地

城
内
の
種
賂
計
董
む
内
閣
の
許
可
を
得
て
設
定
し
た
｡

同
計
富
に
よ
る
餌
路
の
等
級
相
月
は
左

の塵
準
に
ょ
つ

て
屠
る
0

H
､
騰
路

幅
員
四
十
&
.米
以
上

〓
'
1
時
大
路
は
茄
の
三
和

節
山
朔

幅
員
三
十
六
米
以
上

妨

二
期

幅

員

二
十
丸

木
以

上

節
三
知

肺
員

二
十
二
光
以
上

三
､
二
等
大
路
は
光
の
三
種

餌
一
蹴

隔
日
十
八
米
以
上



節
二
期

幅
的

十
lhJ
米
以
上

妨
三
封

蝋
拭

十
1
米
以
上

石
狩
賂
計
基
は
よ
る
新
設
並
は
傭
張
す
べ
き
も
の
は

.I
等
大
路
第
二
地
は
腐
す
る
も
の

<l
線
､

一
等
第
三
瓶

は
屈
す
る
も
の
二
十
三
線
.
二
等
大
路
筋
二
瓶
は
属
す

る
79
り
五
十
線
は
し
て
､
其
大
部
分
は
儀
市
域
の
外
廓

よ
-
儀
市
域
の
隣
桂
町
村
に
及
び
束
､
北
.
酉
の
住
宅

地
域
よ
-
南
関
方
工
業
地
域
を
主
と
す
る
設
定
地
匿
と

し
て
ゐ
る
｡
但
し
現
在
鞄
第
通
過
し
て
既
は
完
成
し
又

は
目
下
寛
行
中
の
79
の
は
十
五
線
で
魂
飴
の
も
の
は
軍

は
計
叢
緑
は
過
ぎ
な

い
｡
奴
…し
残
敵
の
も
の
も
時
期
の

問
題
で
.
今
回
の
大
編
入
に
伸
び
第

1
次
に
賓
現
ruす

べ
き
箕
婆
道
路
で
あ
る
｡

編
入
地
域
と
交
通
路

平
安
京
建
設
に
伴
S
i加
中
心
の
迂
路
が
各
地
は
通
じ

京
都
は
金
岡
道
路
網
の
大
中
心
虹
な
し
束
に
束
囲
術
遺

中
山
道
あ
わ

.
酉
に
宙
時
の
大
阪
西
岡
宜
混
む
設
け
'

北
閥
に
山
陰

術
道
南
に
奈
良
耳
道
を
放
き
､
淀
川
水
運

rJ
の
画

に
介
在
し
て
水
陸
交
通
の
利
は
完
蚤
に
近
か
つ

大

京

都

市

旅

枕

72
｡
近
世
==TE
公
の
土
木
工
郡
に
件
以
'

一
二
術
道
の
慶

史
が
あ
わ
､
市
縛
退
路
の
制
定
と
共
に
嘉
七
日
の
設
け

高
瀬
川
開
先
橋
梁
の
架
設
等
交
通
上
の
塵
革
が
多
か
っ

た
｡
徳
川
三
百
年
の
交
通
は
是
以
外
特
に
大
塾
革
は
な

か
つ
LJが
然
し
特
記
す
べ
4TTJは
､
淀
川
水
運
の
全
盛
で

あ
ら
う
｡
伏
見
は
此
焦
斯

ほ
歯
-
完
全
は
水
陸
交
通
の

鮎
を
扱
っ
て
ゐ
ね
｡
然
し
交
通
機
紬
の
進
歩
に
件
以
地

道
交
通
起
る
や
嘗
魂
の
道
路
の
償
値
を
減
じ
'
且
っ
水

運
亦
時
代
の
進
展
は
遅
れ
､
高
瀬
川
舟
運
も
亦
寝
間
渦

疏
水
開
通
と
典
に
漸
次
裏

へ
'
昔
は
末
都
に
到
る
貨
物

の
大
牢
を
運
ん
だ
高
瀬

川
は
今
や
殆
ん
だ
過
去
の
造
物

と
な
-
鷹
溝
と

化し
塵
蚊
捨
場
と
麺

じ
ね所
さ
へ
あ
る

陸
路
交
通

穂
川
時
代
は
於
け
る
陸
路
の
元
相
は
笈

三
催
大
柿
で
来
日
ノ
岡
崎
を
起
え
川
和
を
鮭
で
大
津
に

向
ふ
束
甑
道
(草
津
に
て
中
仙
道
)<Tj分
岐
)'
西
南
山
崎

を
経
る
酉
閥
椅
遭
､
淀
を

迫
る
大
阪
拍
道
､澄
ノ坂
h
･越

ゆ
る
山
陰
村
道
､
南
方
伏
見
を
渦
ぎ
て
奈
良
に
向
ふ
奈

良
椅
道
､
北
八
潮
む
配
る
若
狭
術
遭
p其
他
用
両
荷
造
等

幾
多
の
鋳
造
が
麓
都
中
心
は
八
方
は
敷
か
れ
て
ゐ
カ
｡

編
入
地
は
此
等
何
れ
か
の
覇
妥
道
路
に
潜
S
i父
迫
の
利

l嘉

四
七



地

球

第
十
六
懲

は
菅
よ
む
至
便
で
あ
っ
た
｡

近
世
に
於
け
る
交
通
樺
園
の
磯
連
は
薦
雄
の
交
通
系

統
を
塵
革
し
た
｡
此
交
通
改
革
は
我
京
都
苗
は
仝
囲
ほ

先
ん
じ
で
行
は
れ
､
京
都
大
阪
間
の
職
迫
は
既
に
明
治

十
年
は
開
通
し
'
次
で
明
治
二
十
二
年
に
は
班
侮
混
線

の
全
通
p
同
二
十
九
年
に
は
奈
良
地
道
､
三
十
二
年
に

は
園
部
は
至
る
京
都
地
道
等
縛

々
と
し
で
末
都
中
心
の

蛾
道
も
敷
設
さ
れ
た
｡
電
車
は
明
治
二
十
八
年
に
開
通

し
.
重
囲
最
初
の
歴
史
む
有
し
次

い
で
郊
外
電
束
の
建

設
と
を
-
今
や
本
市
は
大

阪
と
典
に
金
閣
は
放
け
る
交

通
網
の

一
大
中
心
地
と
な
っ
た
｡

錬
遺

省
線
の
兼
渥
遭
線
､
山
陰
線
､
奈
良
線
の
胡

交
る
他
'
郊
外
竃
蛾
網
の
準
運
は
金
閣
申
稀
に
見
る
所

は
し
て
､
読
仮
､
新
茶
阪
､
京
阪
大
津
線

(
元
沫
津
篭

戟
)
､奈
良
竃
､
京
阪
宇
治
線
､
嵐
山
竃
裁

(
北
野
線
と

四
傍
線
)
､
叡
山
.
鞍
握
､
愛
宕
の
九
線
が
京
都
中
心
に

放
射
状
は
敷
か
れ
､
近
郊
地
域
と
の
閏
は
勿
論
､
大
阪

紳
IB
;

奈
良
'
大
津
の
講
和
苗
と
連
絡
し
､
其
交
通
畳

は
汽
車

の
そ
れ
よ
む
造
か
に
大
で
あ
る
｡

而
し
て
､
此
等
郊
外
電
車
は
二
つ
の
系
統
に
分
類
す

第
二
雄

二

u
Jt

四
八

る
事
が
出
来
る
｡
其
第

一
は
大
都
市
間
を
滞
rii
も
の
は

し
て
'
其
革
膜
の
優
良
と
其
速
力
の
大
在
る
鮎
は
汽
車

の
及
ぼ
ざ
る
特
徴
で
義
邦
大
阪
岡
里

二
十
四
分
間
ほ
て

快
走
す
る
新
涼
阪
竃
蛾
の
如
き
は
蓋
し
繊
混
交
通
り
現

在
は
放
け
る
覇
で
あ
ら
う
｡
其
第
二
は
市
の
郊
外
の
名

勝
東
武
地
と
本
絹
と
む
連
絡
し
､
所
謂
遊
歴
的
使
命
を

有
す
る
も
の
は
し
て
､
嵐
山
'
叡
山
､
愛
宕
等
の
譜
電

蛾
は
此
部
に
屈
す
る
79
の
で
あ
る
.

此
等
の
各
種
銭
鑑
は
今
般
編
入
さ
れ
し
地
域
の
何
れ

か
を
通
過
す
る
か
ら
編
入
地
域
は
其
の
恩
恵
を
豪
み
､

薦
市
内
以
上
至
便
な
る
所
も
あ
る
｡
例

へ
ば
伏
見
桃
山

は
京
阪
四
催
騨
よ
ら
八

二
二
粁
急
行
ほ
て
十
三
分
間
を

要
し
､
六
ケ
月
定
期
乗
車
券
ほ
て
十
六
回
九
十
銀
で
あ

る
か
ら

一
回
宛
相
銀
六
厘
八
宅
弼
と
な
-
'
若
し
宿
荷

保
革
師
圃
前
よ
り
だ
と

一
回
二
銀
五
度
錫
で
あ
る
｡
朗

が
描
電
植
物
園
か
ら
四
修
河
原
町
ま
で
五

･
六
粁
約
骨

五
分
間
を
要
し
､

一
回
の
乗
車
賃
大
盤
で
あ
る
か
ら
乙

の
鮎
は
郊
外
電
車
が
時
間
'
賃
金
典
に
温
か
に
叩
竃
に

優
る
所
が
あ
る
｡
勿
諭
市
電
と
郊
外
電
車
と
は
多
少
其

性
栗
と
異
に
す
る
が
兎
に
角
郊
外
に
住
宅
を
有
す
る
叩



内

へ
の
通
勤
者
は
劫
洛
北
次
筋
で
は
懲
市
内
以
上
は
低

利
で
あ
る
｡
荷
定
期
券
購
入
者
は

一
口
何
回
乗
車
す
る

も
勝
手
な
れ
ば
'
往
復
回
数
多
in
,79
の
は
翻
利
益
で
あ

る
｡
其
他
郊
外
電
車
は
革
股
の
構
造
善
美
に
し
て
乗
心

地
よ
-
冬
は
保
弛
張
寵
完
金
で
あ
る
等
現
在
は
於
で
は

市
電
通
勤
よ
-
郊
外
電
車
利
用
が
歓
迎
さ
れ
て
兼
ね
｡

従
っ
て
此
等
郊
外
電
車

を
利
用
し
郊
外
の
比

較的
安
倍

な
る

土地
'
破
壊
せ
ら

れ
る
轟
が
少
な

い
自
然
濃
'
摘

澄
在
る
墨
気
､
十
分
在
る
陽
光
を
欲
す
る
者
は

一
面
市

内
の
人
口
俺
和
､
拙
僧
騰
意
よ
-
逃
れ
る
者
と
朝
侯

っ

て
郊
外

へ
郊
外

へ
と
押
し
寄
せ
る
の
は
故
あ
る
我
で
あ

る
｡
然
し
前
述
第
二
額
に
属
す
る
近
郊
名
勝
遊
歴
地

へ

の
竃
蛾
は
現
在
に
於
で
は
名
勝
逆
児
客
の
殺
到
す
る
時

節
に
は
殆
ん
ど
溝
鼠
の
盛
況
を
量
す
る
が
季
節
次
第
に

於
で
は
蛋
革
の
運
樽
も
あ
る
.
此
傾
向
は
此
等
の
沿
線

が
未
だ
住
宅
地
と
し
て
利
州
の
少
き
部
を
物
語
る
も
の

に
し
て
撒
水
人
家
糖
を
旋
ぶ
る
ほ
到
ら
ば
此
季
節
に
ょ

る
乗
客
数
を
現
在
の
如
-
異
状
塵
動
は
示
さ
を
-
な
る

で
あ
ら
う
○

曹
輔
内
並
に
編
入
地
域
内
に
於
け
る
汽
車
､
電
車
の

大

京

都

市

竹

城

各
輝
別

1
ケ
年
間
は
放
け
る
交
通
組
温
む
見
る
ほ
汽
車

は
衆
都
政
も
多
-
鼎
降
客
年
組
数
約

1
千
七
十
常
に
及

び
戎
飴
の
七
輝
の
約
二
倍
弧
は
皆

っ
て
る
｡
従
っ
て
京

都
市
内
に
出
入
す
る
乗
客
の
大
部
分
は
衆
都
輝
は
於
で

昇
降
す
る
轟
が
判
る
｡
附
し
三
見
都
輝
を
除
-
市
内
各

騨
の
昇
降
人
員
が
か
-
の
如
-
寡
少
在
る
所
以
は
'

一

は
郊
外
電
車
に
其
乗
客
を
奪
は
れ
で
ゐ
る
結
基
で
あ
ら

う
｡
誠
に
郊
外
電
車
の
各
輝
に
於
け
る
人
員
を
見
る
に

同

1
場
所
に
あ
る
停
車
場
の
身
障
者
よ
り
蓬
か
ほ
多

い

革
が
知
ら
れ
る
.
例

へ
ば
伏
見
桃
山
を
見
る
ほ
京
阪
桃

山
騨
ほ
て
約
年
二
百
寓
の
昇
降
客
が
あ
る
が
'
省
線

(

奈
良
線
)
桃
山
輝
は
三
十
六
常
ほ
し
で
'
約
九
分
の

一

に
過
ぎ
な

い
｡
こ
の
傾
向
は
域
内
各

地
･ほ於
で
見
ら
れ

る
現
象
に
し
て
､

同
地
域
に
於
で
は
郊
外
電
革
が
列
車

交
通
よ
わ
多
-
の
場
合
温
か
に
有
利
在
る
事
聖

ボ
す
79

の
で
あ
る
｡

か
-
編
入
地
域
に
は
艶
多
の
郊
外
竃
蛾
が
朝
通
じ
此

等
交
通
概
観
の
磯
連
は
編
入
地
域
間
磯
の
先
駆
者
と
し

て
罫
大
在
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
｡

次
に
此
等
汽
車
は
よ
る
兼
都
昇
降
乗
客
の
月
別
塵
化

二.,七

四
九



約

十

大
谷

二
六

五
〇

を
見
る
は
流

石
は
京
都
は
遊
歴
的

榔
描
だ
け
は
春
四
月
が
政
も
多
く

断
然
他
の
月
を
凌
鶴
L
波
小
七
月

の
約
二
倍
牢
に
及
ん
で
ゐ
る
.
TJ

の
傾
向
は
胆
に
京
都
騨
の
み
な
ら

ず
市
内
各
騨
握
放
て
見
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
が
､
又
郊
外
電
車
'
市

電
､
'''T
ス
等
は
つ
い
て
も
勿
翰
確

熱
と
衷
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

次
に
新
京
都
市
域
内
に
放
け
る

汽
車
､
郊
外
電
車
の
各
騨
毎
は
放

け
る
昇
降
乗
客
数
を
見
る
ほ
大
盤

上
聞
は
示
す
通
わ
で
あ
る
｡
上
聞

は
昭
利
六
年
京
都
府
統
計
原
偶
に

膝

っ
た
も
の
で
あ
る
が
そ
の
う
ち

京
阪
､
京
津
､
宇
治
紬
の
三
線
は

昇
客
の
み
判
別
し
て
降
革
客
数
が
-

調
査
n
れ
て
な

い
か
ら
不
明
で
あ

る
｡
然
し
各
線
各
輝
の
昇
降
客
数

は
晴
々

相
等
し

い
と

い
ふ
見
地
よ
,



,･et卦
客
数
を
大
槻
二
概
し
て
ー
基
数
と
し
た
7P
の
で
あ

る
｡
此
方
法
に
よ
る
も
大
槽
泉
の
数
よ
-
あ
ま
-
距
か

は
な

い
と

い
ふ
食
酢
の
話
も
あ
-
仕
方
な
-
か
-
の
如

p
,方
法
に
疲
っ
ね
も
の
で
あ
る
｡
電
車
乗
客
数
は
､
奈

良
竃
､
新
富
仮
等
の
如
-
略
々
正
確
は
寛
政
を
知
る
事

の
川
凍
る
も
の
も
あ
る
が
他
の
竃
蛾
は
乗
車
券
は
よ
る

正
確
在
る

1
4-
の
調
査
ru
れ
花
資
料
が
を

い
篤
め
明
確

を
敏
ぐ
櫨
が
あ
る
｡

一
般
に
乗
車
人
員
の
調
査
は
定
期

券
の
使
用
者
が
あ
る
の
で
正
確
夜
数
は
算
出
困
難
で
あ

る
｡
叉
各
食
酢
自
身
に
は
其
jE
確
な
る
交
通
畳
の
調
査

は
或
特
殊
事
項
の
外
敵
接
偉
業
上
閥
係
が
少
な

い
の
で

捉
っ
て
異
の

一
ケ
年
間
の
各
騨
昇
降
客
数
の
算
定
が
を

い
わ
け
で
あ
る
｡
然
し
各
竃
鋤
骨
融
に
於
で
種
々
の
方

面
よ
-
材
料
を
蒐
基

し
掲
げ
ら
れ
た
79
の
で
あ
る
か
ら

薯
数
と
蝕
む
遠
Y
隔
-
あ
る
も
の
で
は
在

い
と

い
ふ
事

で
あ
る
C
攻
k

i;
内
省
線
地
道
各
曙
の
昇
客
は
4
2計
八

百
十
五
常
飲
ほ
し
で
､
降
客
も
略
同
数
で
あ
る
.
郊
外

篭
城
は
其
昇
客
合
計
三
千
五
百
八
十
二
常
飲
人
に
し
て

覇
線
餓
遭
乗
客
の
約
四
僧
を
占
め
て
ゐ
る
｡
以
て
如
何

に
郊
外
篭
城
の
交
通
畳
が
汽
車
に
此
し
盛
で
あ
る
か
が

大

京

榔

iE

淡
税

戴
は
れ
る
｡
就
中
大
都
市
間
を
接
縛
す
る
魔
鏡
例

へ
ば

弄
阪
の
如

き
も
の
は
､
断
然
他
の
追
従
を
許
諾
覆

い
活

動
振
り
で
昇
客

1
ヶ
年

一
千
四
官
六
十
五
常
飲
は
及
ん

で
ゐ
る
｡

而
し
て
年
額
乗
客
組
数

1
宵
嵩
む
超
ゆ
る
輝
は
､
省

線
で
涼
都
七
二
修
の
二
騒
､
郊
外
竃
蛾
に
三

二
楳
'
四

榛
.
五
候
､
七
修
'
兼
浦
寺
､
稲
荷
､師
岡
前
.
丹
波
柿

伏
見
桃
山
､
中
沓
島
'
蹴
上
､
山
科
騨
前

(
以
上
京
阪

電
機
は
降
車
人
員
不
明
な
る
も
乗
車
人
員
よ
カ
推
定
せ

る
も
の
)
p
四
催
大
宮
､
西
院
､
三
修
口
'
嵯
峨
騨
前
､

嵐
山
'
北
野
､
末
剤
西
院
(新
京
阪
)末
和
(奈
良
電
)班

町
橋
の
二
十
三
輝
で
あ
る
｡
そ
の
中
十
輝
は
今
回
の
編

入
地
域
は
あ
る
曙
で
薦
市
郊
外
の
磯
展
状
態
を
敷
ふ

山

資
料
と
在
る
｡(
第
二
間
は
図
表
作
製
の
都
倉
上
個
の
車

種
,<TJ以
て
其
各
騨

一
ケ
年
間
の
昇
降
人
員
を

不
し
た
も

の
で
園
の
面
積
は
乗
客
数
と
金
y
r闘
係
な
き
は
勿
論
で

あ
る
｡
翻
読
津
竃
蛾
は
昭
和
三
年
度
の
統
計
で
あ
る
)

道
路
と
自
動
車

郊
外
電
車
の
敏
速
と
共
に
注
目
す

べ
き
は
自
動
車
網
の
聴
蓮
で
あ
る
｡
自
動
車
の
活
躍
は

葡

裸
の
通
運
形
式
を

1
礎
す
る
の
勢
で
あ
る
が
自
動
車

〓

l
.九

人

1.



地

封

節
十
六怨

は
比
に
伴
ふ
道
路
の
改
修
発
達
を
必
要
修
件
と
す
る
.

然
し
現
在
は
於
で
は
普
通
道
路
は
勿
論
砕
縛
地
の
縛
賂

n
へ
誠
に
不
完
金
極
る
も
の
が
多

い
｡
我
凍
郵
相
に
胎

で
も
大
正
八
年
珊
相
計
意
は
於
て
苗
の
罫
婁
幹
線

十
五

線
妊
長
川
十
粁
飴
其
壁
用
三
千
七
甘
八
十
飴
常
園
を
嬰

す
る
大
事
業
を
計
憲
し
日
下
工
姉
中
で
あ
る
が
今
日
ま

で
に
完
成
し
た
も
の
は
遣
賂
絶
延
長
八
八
八
粁
申
僅
か

数
十
粁
ほ
過
ぎ
な

い
｡
依
っ
て
i;
郊
外
の
道
路
は
自
動

車
道
路
と
し
て
は
原
始
的
道
路
は
等
し
い
も
の
が
あ
る

然
し
此
等
の
悪
路
も
漸
次
自
動
車
の
運
機
種
衆
は
翰
加

し
殊
は
大
阪
刷
14
よ
-
伏
見
淀
む
鍵
で
本
市
内
は
凍
る

も
の
､
又
は
大
津
京
都
間
の
祉
復
は
其
敢
79
頻
繁
で
あ

る
か
ら
通
路
の
東

成
が
刻
下
の
急
務
で
あ
る
｡
此
廃
は

於
三
成
阪
'
京
津
間
道
が
計
婁
n
れ
冒
下
盛
は
工
事
中

で
あ
る
｡

読
阪
囲
道
は
言
ふ
ま
で
も
を
-
末
都
大
阪
の
二
大
和

雄
を
通
路
す
る
大
道
で
'
既
は
開
通
し
た
る
阪
紳
周
遊

の
姉
妹
道
路
と
も
3言

べ
き
も
の
で
あ
る
｡
此
が
開
通

の
暁
に
於
で
は
北
洋

.1
の
大
港
と
東
洋

一
の
商
工
都
W

と
東
洋

.I
の
遊
鷹
的
都
市
と
が
完
蚤
に
握
手
す
る
新
が

節
二
雛

1三

五

二

吊
凍
る
G
而
し
て
其
通
勤
は
京
都
祁
下
意
匿
問
九
様
坊

城
通
に
躍
か
れ
今
般
棉
入
r
,机
た
上
鳥
羽
､
下
島
御
'

構
大
路
､
納
所
の
珊
村
を
雑
で
久
世
郡
淀
町
､
綴
素
即

実
五
和
､
八
幡
町
,{Lj過
ぎ
大
阪
に
至
る
｡
本
府
中
は
あ

る
も
の
は
延
長

-1
常
三
千
二
付
入
十
三
米

(
約
三
度
十

四
町
)
ほ
し
で
内
旋
大
橋
及

び
御
車
柿
延
長
六
育
二
十

二
光
六
で
あ
る
｡
其
幅
員
は
朗
に
よ
-
英
る
が
戯
大
二

十

一
米
､
敢
小
十
二
兼
ほ
し
で
ー
華
道
歩
道
共
に
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
MLJ以
で
舗
装
L
t
其
工
事
費
同
軍

二
十

一
常

飲

園

の
換
算
で
あ
る
｡
遅
-
と
も
今
年
中
に
は
完
成
の

運
び
に
至
る
ら
し
い
か
ら
愈
々
開
通
の
暁
に
は
莱
阪
間

の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
､
異
彩
を
赦
つ
で
あ
ら
う

従
っ
-て
此
道
路
は
附
ふ
本
市
の
西
南
工
業
地
域
は
愈
々

典

へ
ら
れ
た
る
自
己
の
生
命
延
長
に
活
躍
す
る
で
あ
ら

も

ノ
0相

此
他
意
津
間
の
粗
造
の
改
修
工
事
も
昭
利
七
年
度

中
ほ
は
完
成
の
裸
足
で
あ
る
か
ら
山
科
大
津
万
両
と
の

自
動
車
社
衆
は
益
々
至
便
と
な
る
で
あ
ら
う
0

疏
水
運
河

慶
長
年
間
開
港
の
高
瀬
川
は
束
伏
間
の

舟
運
と
し
て
明
治
初
年
ま
で
は
非
常
夜
活
躍
を
見
ね
が



流
布
大
阪
餓
迫
の
開
通
に
よ
-
漸
次
洗
川
舟
運
の
表
徴

と
な
-
､
引

い
て
此
運
河
水
運
7g
衷

へ
た
が
･H
琶
潮
流

水

運
河
の
開
通
に
よ
-
疏
水
運
河
は
盆
-
其
株
を
奪
は

れ
蓬
に
磨
滅
す
る
に
至
っ
た
｡

疏
水
運
河
は
明
治
二
十
三
年
は
第

一
疏
水
完
成
し
.

明
治
四
十
五
年
第
二
疏
水
の
竣
成
を
見
た
も
の
で
'
琵

琶
湖
大
津
三
井
等
下
よ
-
逢
阪
山
墜
道
を
装
ち
蹴
上
に

到
-
p
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
以
て
上
下
二
平
水
の
平
衡
を

保
Lu
L
め
､
鴨
川
左
枠
は
潜
ふ
て
'
今
般
編
入
せ
ら
れ

た
る
浬
革
､
伏
見
を
経
て
淀
川
本
流
に
合
す
る
も
の
で

線
延
長
二
常
二
千
四
百
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六
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運
河
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津
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閏
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､
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八
九
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p蹴
上
､
伏
見
間
六
､
五
九
九
間
､

合
計

一
常

一
千
三
百
八
十
入
間
)
で
あ
る
｡
而
し
て
此

が
舟
運
上
如
何
昔
の
慣
値
あ
る
か
を
見
る
ほ
'
昭
和
三

年
末
現
在
に
於
で
運
輸
轍
は
三
十
石
積
が
大
津
伏
見
間

社
氷
の
も
の

tI
〇
八
隻
､
大
津
､
京
都
間
t
の
79
の
九

隻
､
霜
伏
間
の
も
の
二
五
袋
は
し
て
合
計

1
四
二
根
雪

其
使
用
者
は
大
部
分
大
津
の
者
に
し
て
合
計
五
十
四
人

で
あ
る
｡
而
し
て
､
此
等
運
輸
舶
妊
航
行
数
は
上
旦
二

〇
p
〇
三
〇
隻
､
下
か
二
九
p
三
八
四
隻
で
其
蒐
在
る
運

大

洗

都

恥

無

税

迭
貨
物
は
砂
､
砂
利
､
新
品
､
米
､
薪
炭
.
煉
瓦
'
石

材
､
糞
尿
､
産
頻
､
石
炭
等
ほ
し
で
'
其
年
合
計
約

一

百
寓
駄
(
一
駄
は
四
十
貫
)は
及
ん
で
ゐ
る
｡
其
他
大
津

蹴
上
聞
の
乗
客
を
見
る
ほ
年
相
約
八
常
人
其
貸
金
約

一

苗
圃
で
あ
る
｡
斯
-
運
河
が
交
通
､
運
輸
其
他
に
及
ぼ

す
影
響
頗
る
大
に
し
て
南
部
地
方
沿
岸
住
民
は
宮
接
此

憩
典
を
蒙
っ
て
ゐ
る
｡
然
し
近
時
貨
物
自
動
車
の
活
動

は
迅
速
と
軽
便
と
&
.以
て
刻

一
刻
運
河
通
運
の
箇
域
内

は
侵
入
し
て
雅
た
の
で
運
河
の
撒
水
は
現
状
の
ま
ま
ほ

て
は
教
蓮
の
見
込
は
な

い
｡

淀
川
卒
永
航
路

淀
川
は
瀬
戸
内
涯
の

一
延
長
に
皆

-
上
代
よ
-
既
に
舟
運
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利
用
せ
ら
れ
平
安
初
期
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再
植
の
津
､
淀
の
津
が
山
城
盆
地
は
於
け
る
水
運
の
中

心
地
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し
て
発
え
た
0
近
世
幾
公
伏
見
築
城
に
件
以
伏

見
を
以
て
其
舟
運
の
中
心
地
た
ら
し
め
た
関
係
上
明
治

初
年
地
道
開
通
は
到
る
ま
で
淀
川
水
運
は
兼
酉
交
通
の

大
幹
線
と
L

yJ
.
比
類
な
き
登
蓮
を
楽
し
'
伏
見
は
水

陸
交
通
の
中
握
地
と
在
-

､
伏
見
大
阪
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を
上
下
す
る

各
柁
舟
の
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は
時
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よ
-
増
減
あ
る
が
大
凡
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外
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た
｡
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治
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和
船
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球

第
十
六
准

代
ゆ
る
は
汽
船
h
l以
で
し
た
た
め
同
廿
式
年
境
に
は
三

十
石
船
は
仝
-
稚
時
の
股
雅
を
奪
は
れ
た
が
京
阪
竃
鋤

の
開
通
等
陸
運
の
.磯
蓮
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件
以
次
第
に
衰
運
に
向
以
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は
普
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の
盛
況
h
t見
伯
が
､

小
舟
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棟
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大
阪
の
小
溝

堀
の
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砥
接
侵
入
自
在
な
の
と
､
陸
運
に
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運
贋

の
低
廉
な
る
の
と
け
よ
っ
て
尚
今
日
も
利
用
せ
ら
れ
､
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五
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輸
送
し
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笈
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放
け
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遭
輸
送
貨
物
よ
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温
か
は
多
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と

い
ふ
.
翻
近
時
内
容

を
発
覚
し
た
る
淀
川
平
水
航
路
の
計
叢
が
あ
る
の
で
大

い
に
撒
水
を
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
｡
編
入
n
れ
ね
商
方
地

域
は
此
等
水
運
の
復
興
と
北
ハほ
工
業
地
域
と
し
て
､
教

展
の
可
能
性
は
益
々
濃
厚
で
あ
る
｡

結

び

近
年
都

湘
人
口
の
異
常
的
膨
脹
は
件
以
都
仰
白
牌
は

.'S
に
飽
和
状
態
に
達
し
勢
隣
接
町
村

へ
の
進
出
と
な
ら

二
者
の
間
に
は
行
政
的
匿
割
を
超
越
し
無
硯
し
七
､
郊

外
町
村

へ
の
捕
縛
化
が
急
速
度
を
以
て
行
は
れ
つ
ゝ
あ

る
｡
然
し
輔
と
此
等
隣
接
町
村
と
の
間
に
は
行
政
上
の

節
二
軟

玉
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五
四

立
場
HLJ典
に
す
る
閥
傭
上
､
英
雄
締
化
は
就

1
な

き
無

我
序
の
も
の
で
此
の
ま
ま
放
任
す
る
時
は
藩
は
酒

度
し

難
さ
榊
難
は
遭
遇
し
､
健
発
を
る
剤
帯
鋸
連
な
阻
賓
す

る
事
と
な
る
｡

霜
に
於
で
嚢
は
制
定
せ
ら
れ
た
都
市
計
憲
法
に
従
以

本
輔
は
放
て
旦

瓜
都
都
市
計
轟
を
施
行
し
..
其
地
域
を

指
定
し
､
各
地
域
の
有
す
る
地
理
的
特
徴
を
利
用
し
以

て
本
i;
百
年
の
大
計
を
定
め
た
の
は
異
に
故
あ
る
事
で

あ
る
｡

而
し
て
本
絹
は
他
の
普
通
の
都
市
と
典
-
山
紫
水
明

千
有
飴
年
の
政
治
文
数
の
中
心
地
た
-
し
所
ほ
し
で
田

近
に
散
在
す
る
幾
多
の
名
所
碁
歴
地
は
本
市
の
有
す
る

弼
特
の
も
の
で
他
市
の
場
合
と
大

い
に
趣
を
典
に
す
る

従
っ
て
都
市
計
豊
も
此
特
徴
を
凝
揮
n
す
べ
-
匿
域
を

設
定
ruれ
で
ゐ
る
｡
今
回
の
編
入
も
此
都
市
計
豊
の
椅

榊
を
基
と
し
た
も
の
で
軍
は
人
口
問
題
榊
決
の

一
方
策

の
篤
め
な
ら
ば
か
-
膨
大
在
る
地
域

(
然
も
金
浦
の
三

分

1
は
山
地
)
を
急
は
編
入
す
る
必
要
は
審
め
難

い
｡

依
っ
て
愈
々
編
入
む
見
た
上
は
如
上
の
日
的
根
底
の
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叡
尊
の
方
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を
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本
1.Ir
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さ
す
べ
-
努
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あ
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｡
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し
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'
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す
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に
ク

JL
ツ

ビ
ン
グ
gu
発
の
･:={
柵
火
駅
間
中
山
沼
の
二
十
先
鵡
分

1
路
上
糊
を
附
し

獅
揺
同
氏
の
申
出
迫
測
朝
略
記
等
を
附
職
し
た
.
非
の
後
日
本
に
鯛
す

る
外
蜘
丈
雌

一
の
地
誰
で
あ
る
｢
日
本
｣
二
程
を
糖
し
成
-
泊
外
に
日
本

を
糾
介
し
た
0
同
博
士
は
後
永
-
ボ
ン

大
尉
数
枚
と
し
て
晩
叫
に
到
る

ま
で
北
へ
の
鞍
部
な
供
帆
を
特
約
し
た
｡
ラ
イ
ン
博
ij
に
舶
し
て
は
山
崎

北
北
の
｢
ラ
イ
ン
北
北
と
ラ
イ
ン
女
郎
｣
(
地
糾
堺
詐
給
肪

t
怨
節
六
鵬
)

な
る
維
透
し
た
鵬
梢
が
あ
る
O
こ
ゝ
に
神
川
す
る
小
川
泊
誌
は
従
妹
の

仝
宰
灘
と
は
少
し
-
槌
を
鵜
に
L
形

辞
詞
等
に
省
略
し
た
俳
が
あ
る
〕

免
れ
円
本
で
は
耽
り
に
知
ら
れ
す
ぎ
て
ゐ
る
恥
柄
の
背
か
れ
た
所
が
少

新
秤
目
本
地
供
給
文
雄

な
-
な

い
か
ら
で
あ
る
0
(
中
村
)

緒

言

大
阪
轡
即
ち
串
柿
浪
速
津
を
併
せ
た
瀬
戸
内
の
最
北

東
部
で
あ
る
和
泉
灘
が
兵
庫
､
大
阪
'
堺
の
間
で
浬
-

陸
地
に
入
込
ひ
だ
庭
に
多
-
の
鮎
で
著
し

い
淀
川
が
使

い
で
ゐ
る
｡

此の
川
は
乙
J
か
ら
九
猫
逸
哩
離
れ
て
近

江
の
問
の
拭

い
盆
地
は
越

へ
t
.ゐ
る
誓
幣
潮
の
排
水
川

で
あ
る
｡
欄
間
形
の
和
泉
灘
と
琵
琶
湖
と
の
長
軸
及
び

之
た
結
ぶ
淀
川
の
流
路
は
甫
酉
か
ら
北
東
は
向
ふ

一
粒

を
組
成
し
て
ゐ
る
｡
此
の
線
の
近
傍
は
単

票
聖

ハ官
六

十
年
に
醐
武
天
蓋
が
静
間
を
創
建
し
た
廃
で
あ
る
｡
淀

川
地
方
は
日
本
の
iL
典
的
の
土
地
で
'
こ
J
に
住
民
の

独
特
の
文
明
が
発
達
し
混
っ
内
乱
の
長

い
歴
史
を
観
る

血
戦

い
戦
争
が
屡
起
っ
た
｡
今
日
で
は
地
道
が
海
岸
打
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品

五
五


